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36 の全市立小・中学校 

体育館に冷暖房設備を設置完了 

 市立小・中学校体育館（小学校 23 校、中学校 13 校）で 2024 年度から進め

てきた冷暖房設備の設置が、先月末で完了を迎えました。 

 

１ 概要 

冷暖房設備は 24年度から３年計画で設置してきました。24年度に 14校、

25 年度は 14 校で設置が完了。26 年度は残りの８校で設置を進めていまし

た。 

２ 目的・背景 

学校施設の冷暖房設備は子どもたちが安心・安全な生活を送れるよう、普

通教室を手始めに 13 年度から設置してきました。体を動かす機会の多い体

育館は、24 年度から設置をスタート。児童・生徒の熱中症予防、授業や部活

動の安全な実施、災害時に設置される避難所の機能向上を目的としています。 

３ ＰＲしたい内容、事業のポイント、前回との違いなど 

・深刻化する猛暑や全国で多発する自然災害などを考慮し、当初の計画より

も半年早く設置を完了させました。 

・学校からは「熱中症のリスクが軽減された」「安心して体育の授業や部活

動、行事を実施できるようになった」という声が上がっています。 

・避難所に指定されている市立小・中学校体育館などの冷暖房設置率は、全

国で約 33％にとどまっています。全ての市立小・中学校体育館へ冷暖房設

備が設置できたことで、夏場や冬場における避難者の生活環境が大幅に向

上します。 

４ 予算額 

  約 18 億８千万円 

５ 他市の状況 

全ての市立小・中学校体育館への冷暖房設備の設置は、県内では茅ヶ崎、

海老名、綾瀬に続き４市目です。 
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